
　
　 
第
二
章
　
稽
か
ん
が
え
る

　
　
　
　
　
教
科
化
に
な
る
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
取
り
組
ま
れ
て
い
た
指
導
を
振
り
返
る
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一
　「
道
徳
の
時
間
」
で
実
践
さ
れ
て
き
た
指
導

　
従
前
の
「
道
徳
の
時
間
」
に
お
い
て
は
、
一
単
位
時
間
の
四
十
五
分
や
五
十
分
と
い
う
限
ら
れ
た
指
導

時
間
内
で
、「
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
（「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
で
の
内
容
項
目
に
当
た
る
）」
に

せ
ま
る
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
様
々
な
研
究
者
等
が
限
ら
れ
た
指
導
時
間
内
で
期
待
す
る

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
効
果
的
な
学
習
指
導
過
程
（
以
下
、「
指
導
過
程
」
と
い
う
）
や
指
導
展
開
の

在
り
方
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
一
単
位
時
間
の
授
業
を
「
導

入
―
展
開
―
終
末
」
と
い
う
大
き
な
く
く
り
を
基
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
前
の
「
道
徳

の
時
間
」
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
に
お
い
て
も
、
一
単
位
時
間
で
道
徳
的
価

値
に
関
し
て
の
判
断
力
や
心
情
、実
践
意
欲
と
態
度
を
育
む
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
前
の「
道

徳
の
時
間
」
の
指
導
過
程
や
指
導
展
開
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
振
り
返
り
、
※

稽か
ん
がえ

て
み

ま
し
ょ
う
。

（
※�

「
稽（
か
ん
が
）え
る
」は
、「
物
事
を
突
き
詰
め
て
考
え
合
わ
す
。寄
せ
集
め
て
比
べ
る
。」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。本
章
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
追
究
さ
れ
て
き
た
、指
導
過
程
や
指
導
展
開
を
集
め
て
検
討
す
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。）
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二
　「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程

　
価
値
葛
藤
と
は
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
自
己
の
内
面
で
起
こ
る
葛
藤
で
す
。「
生

き
た
道
徳
的
実
践
力
は
、
生
き
た
人
生
の
問
題
を
含
む
生
活
現
実
と
取
り
組
み
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
価

値
の
対
立
葛
藤
を
克
服
し
て
い
く
過
程
を
通
じ
て
、
真
に
有
力
に
（
※
）

啓
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
平
野

１
９
７
３
）」
と
の
考
え
に
立
つ
、「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程
は
、
次
の
六
つ
の
条
件
を
踏

ま
え
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
二
つ
以
上
の
価
値
的
欲
求
が
対
立
葛
藤
す
る
場
面
で
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
で

よ
り
よ
い
道
徳
的
価
値
（
善
）
が
生
起
す
る
　

②
　
道
徳
的
自
覚
が
体
験
的
に
深
化
し
て
い
く
過
程
に
即
す
る

③
　
日
常
的
活
動
と
し
て
の
実
践
過
程
に
即
す
る
　
　
　

④
　
問
題
解
決
の
過
程
に
即
す
る

⑤
　「
生
活
か
ら
生
活
へ
」
と
い
う
過
程
を
踏
ま
え
る

⑥
　
構
想
し
た
原
型
を
授
業
実
践
に
適
応
し
、
検
証
修
正
す
る

（
※
）�

啓
培
…
知
識
を
得
さ
せ
、
教
え
導
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
教
養
あ
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
省
堂
大
辞
林
）
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ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
価
値
葛
藤
の
場
」
は
「
指
導
過
程
の
各
段
階
に
お
い
て
潜
在
し
て
い
る
」
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
導
過
程

主
な
学
習
活
動

導
入

「
学
習
動
機
の
喚
起
」

・
道
徳
体
験
の
想
起

・
道
徳
体
験
の
発
表
―
理
解

「
学
習
目
的
の
自
覚
」

・
問
題
意
識
の
共
通
化

・
学
習
目
的
の
自
覚

展
開

自
己
内
省

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
省
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
省
察

・
問
題
解
決
の
方
途
の
工
夫

他
者
理
解

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
考
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
考
察

・
問
題
解
決
の
確
認

自
己
超
越

「
共
感
・
批
判
に
よ
る
主
体
化
」

・
共
感
に
よ
る
主
体
化

・
批
判
に
よ
る
主
体
化

「
自
他
浸
透
に
よ
る
法
則
化
」

・
内
省
的
解
決
の
再
吟
味

・
内
省
的
解
決
の
再
確
認
・
修
正

終
結

「
原
理
的
考
察
に
よ
る
法
則
化
」

・
道
徳
法
則
と
し
て
の
一
般
化

「
道
徳
法
則
の
生
活
化
」

・
具
体
的
な
生
活
問
題
へ
の
適
用

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」「
価
値
葛
藤
の
場
の
理
論
」　
平
野�

武
夫
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三
　
展
開
に
「
前
段
と
後
段
」
を
位
置
付
け
た
指
導
過
程
　

　
こ
の
指
導
過
程
は
、「
導
入
―
展
開
の
前
段
―
展
開
の
後
段
―
終
末
」
の
四
段
階
を
設
定
し
、
一
単

位
時
間
の
道
徳
の
時
間
を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
指
導
者

が
「
道
徳
の
時
間
」
の
基
本
的
な
指
導
過
程
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

導
入

ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
方
向
付
け
る

展
開

前
段

第
一
段
階

（
自
我
関
与
）

資
料
（
教
材
）
を
与
え
る

主
人
公
な
ど
に
共
感
さ
せ
る

異
な
る
価
値
観
を
類
型
化
す
る

各
自
の
価
値
観
の
自
覚
を
図
る

第
二
段
階

（
比
較
）

後
段

（
価
値
の
一
般
化
）

価
値
の
一
般
化
を
図
る
工
夫
を
加
え
る

終
末

ま
と
め
を
す
る
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こ
の
指
導
過
程
に
お
け
る
各
段
階
に
つ
い
て
は
、
次
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

【
導
入
】�

�

子
供
が
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
と
は
別
の
価
値
に
注
目
す
る
の
を
予
防
す

る
た
め
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
と
方
向
付
け
を
す
る
段
階

【
展
開
（
前
段
）】�

中
心
資
料
を
扱
い
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
追
求
把
握
さ
せ
る
段
階

【
展
開
（
後
段
）】�
�

自
分
の
日
常
生
活
に
目
を
向
け
、
い
か
な
る
特
定
の
場
面
や
状
況
下
で
あ

ろ
う
と
も
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
具
体
的
な
行
為
に
結
び
付
け
て
追
求

で
き
る
応
用
力
を
養
う
段
階

【
終
末
】�

教
師
の
説
話
な
ど
に
よ
る
学
習
の
整
理
や
ま
と
め
の
段
階

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」
青
木�

孝
頼
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四
　
資
料
の
特
徴
を
生
か
し
た
展
開

　
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
資
料
の
活
用
類
型
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
一

つ
の
資
料
で
も
、
指
導
者
の
意
図
に
よ
っ
て
様
々
な
活
用
の
仕
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
か

ら
類
型
化
を
試
み
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
指
導
過
程
の
展
開
の
中
で
、
指
導
の
内
容
や
発
達
段
階
に
応

じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
用
類
型

活
用
に
当
た
っ
て
の
意
図

範
例
的
活
用

　
資
料
中
の
主
人
公
な
ど
が
行
っ
た
道
徳
的
行
為
を
、
子
供
た
ち
に
一
つ
の
模
範
例
と
し
て
受
け
取
ら
せ
た
り
、

そ
の
行
為
に
含
ま
れ
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
さ
せ
た
り
考
え
さ
せ
た
り
す
る
。

批
判
的
活
用

　
資
料
中
の
主
人
公
な
ど
の
行
為
や
考
え
方
、
感
じ
方
を
子
供
た
ち
に
批
判
さ
せ
、
互
い
の
意
見
に
つ
い
て
話

し
合
わ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
ね
ら
い
に
関
わ
る
道
徳
的
な
考
え
方
や
感
じ
方
を
一
層
深
め
さ
せ
る
。

共
感
的
活
用

　
子
供
一
人
一
人
を
資
料
の
中
の
主
人
公
に
な
り
き
ら
せ
て
想
像
さ
せ
る
。

感
動
的
活
用

　
資
料
の
感
動
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
感
動
を
一
層
深
化
さ
せ
た
り
、　
感
動
を
学
級
に
波
及
、
持
続
さ
せ

た
り
す
る
。
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五
　
子
供
の
価
値
観
に
着
目
し
た
展
開

　
子
供
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
子
供
の
価
値
観
を
学
習
指
導
要
領
の
道
徳
の
内
容
項
目
ご
と
に
、

四
つ
の
類
型
と
し
て
示
す
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
供
の
価
値
観
を
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、「
授
業
前
に
お
け
る
実
態
把
握
」、「
授
業
中
の
指
導
過
程
で
の
工
夫
」、「
授
業
後
の
指
導
の
効
果

を
確
か
め
る
」
な
ど
に
活
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
（
左
表
）。

　
例
え
ば
、
価
値
観
を
左
図
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
よ
う
に
四
つ
の
段
階
に
類
型
化
し
ま
す
。
子
供
の
価

値
観
が
、
今
ど
こ
に
該
当
す
る
か
を
評
価
し
な
が
ら
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「価値観の四類型」の活用方法

ア
　
授
業
以
前
で
の
、
子
供
の
道
徳
性
の
実
態
把
握
を
す
る

イ�

　
展
開
前
段
で
の
資
料
活
用
に
お
い
て
、
中
心
発
問
に
対
す
る
子
供

の
発
言
を
効
果
的
に
整
理
・
分
析
す
る

ウ�

　
展
開
後
段
で
の
、
価
値
の
一
般
化
を
図
る
と
き
に
、
子
供
に
自
分

の
価
値
観
を
自
覚
さ
せ
る

エ�

　
導
入
か
ら
終
末
ま
で
の
全
て
の
段
階
に
お
い
て
、
意
図
的
な
指
名

を
効
果
的
に
行
う

オ�

　
授
業
後
に
お
い
て
、
子
供
一
人
一
人
の
価
値
観
の
自
覚
が
図
ら
れ

た
か
ど
う
か
の
評
価
を
す
る

子
供
の
価
値
観
の
四
類
型
（
例
）
低
学
年

　
生
活
習
慣
・
節
度

　【
健
康
・
安
全
】

　
Ａ
　
常
に
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
る

　
Ｂ
　
健
康
や
安
全
に
か
な
り
気
を
付
け
る

　
Ｃ
　
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
な
い
こ
と
が
多
い

　
Ｄ
　
健
康
に
ほ
と
ん
ど
留
意
せ
ず
、
危
険
な
こ
と
を

　
　
　
し
や
す
い

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」「
道
徳
授
業
の
基
本
構
想
」

　
　
　
　
青
木�

孝
頼

（表）

（図）
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六
　
子
供
の
話
合
い
活
動
を
活
発
に
す
る
展
開

　
こ
の
指
導
の
特
徴
は
、
展
開
を
三
段
階
に
分
け
て
話
合
い
活
動
を
重
点
的
に
取
り
扱
う
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
次
の
三
段
階
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

【
展
開
の
第
一
段
階
】

　
資
料
を
読
ん
だ
り
視
聴
し
た
り
し
た
直
後
の
子
供
た
ち
の
感
想
を
自
由
に
出
さ
せ
る
段
階

【
展
開
の
第
二
段
階
】

　
初
発
の
感
想
と
し
て
出
さ
れ
た
相
対
立
す
る
も
の
を
一
つ
に
集
約
し
て
、
子
供
た
ち
全
員
に
共
通

の
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
段
階

【
展
開
の
第
三
段
階
】

　
話
合
い
の
前
段
は
共
通
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
後
段
は
、
異
な
る
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
の
焦
点
を

絞
っ
て
話
合
い
を
導
く
段
階

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」
井
上�

治
郎
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七
　「
道
徳
の
時
間
」
と
他
教
科
等
と
の
関
連
を
よ
り
密
接
に
し
た
指
導
過
程

　
指
導
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
一
単
位
時
間
の
道
徳
の
授
業
の
み
で
指
導
を
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、「
導
入
―
展
開
（
前
段
）
―
展
開
（
後
段
）
―
終
末
」
の
一
部
を
「
事
前
指
導
」「
事
後
指
導
」

と
し
て
位
置
付
け
た
指
導
過
程
で
す
。
指
導
者
の
意
図
に
よ
っ
て
、
他
教
科
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
、

柔
軟
に
指
導
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入

【
事
前
指
導
】

展
開

前
段

資
料
を
通
し
て
の
価
値
の
追
究
・
把
握
を
図
る

　
○�

道
徳
的
価
値
を
資
料
の
あ
る
特
定
の
場
面
に
関

わ
っ
て
、
追
究
し
把
握
す
る

後
段

資
料
を
離
れ
て
の
価
値
の
自
覚
化
を
図
る

　
○
道
徳
的
価
値
の
捉
え
方
を
拡
げ
る

　
○
道
徳
的
価
値
を
自
分
と
の
か
か
わ
り
で
捉
え
る

終
末

意
欲
付
け
を
図
る

価
値
を
心
の
中
に
深
く
留
め
る

【
事
後
指
導
】

【
参
考
】「
道
徳
教
育
新
時
代
」「
総
合
単
元
的
道
徳
学
習
論
の
提
唱
」
押
谷�
由
夫
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八
　
子
供
の
心
を
開
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
指
導
過
程

　
子
供
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う
な
感
情
の
状
態
で
あ
る
か
を
問
い
、心
を
育
て
る
大
切
さ
を
「
タ

マ
ゴ
ッ
チ
理
論
」（
デ
ジ
タ
ル
携
帯
ペ
ッ
ト
「
た
ま
ご
っ
ち
」
の
形
か
ら
例
え
て
命
名
（
横
山
　
１
９
９
７
））

に
よ
り
説
明
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
た

ま
ご
の
上
半
分
に
「
行
動
・
言
葉
」
を
位
置
付
け
、
下
半
分
に

「
心
」
を
位
置
付
け
ま
す
。
例
え
ば
、
生
活
指
導
は
、「
行
動
・

言
葉
」
か
ら
「
心
」
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
で
な
さ
れ
る
指
導
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
道
徳
教
育
は
、「
心
」
か
ら
出
発
し
て
、

最
終
的
に
「
行
動
・
言
葉
」
に
結
実
し
て
い
く
指
導
と
捉
え
ま

す
。
つ
ま
り
、「
道
徳
教
育
は
、
教
師
が
子
供
の
内
側
『
心
』

を
育
て
る
こ
と
で
、
子
供
の
行
動
を
変
え
よ
う
と
す
る
教
育
的

な
営
み
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
教
材
の
活
用
に
つ
い
て

行動
・
言葉

心

生活指導

道徳教育

道徳的
実践

道徳的
実践力

「タマゴッチ理論」（横山　1997）
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は
、「
助
言
者
の
構
図
」
と
い
う
考
え
方
・
捉
え
方
で
活

用
方
法
を
考
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
助
言
者
と
は
、
教

材
の
中
の
主
人
公
以
外
の
登
場
人
物
を
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
助
言
者
が
、「
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の

心
を
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
に
変
化
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て

い
る
」
と
捉
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の
道
徳
性
は
、
教
材

の
中
の
助
言
者
の
行
動
や
言
葉
を
き
っ
か
け
に
よ
い
方
向

に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
位
置
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

主人公の
行動や言葉

より高い価値レベルへ

道徳的な課題

主人公　before
　（道徳的変化の前）

主人公の心

主人公の
行動や言葉

主人公の心

中心発問の場面

主人公　after
　（道徳的変化の後）助言者

（教材の中の登場人物）

何らかの
道徳的価値
を含む

何を考えて（価値を自覚し）
心が変わったか
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こ
の
「
助
言
者
の
構
図
」
の
考
え
方
は
、
展
開
の
段
階
に
お
け
る
中
心
的
な
発
問
を
構
成
す
る
際
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入

　
主
題
に
対
す
る
児
童
・
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
ね
ら
い
の
根

底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
の
自
覚
に
向
け
て
動
機
付
け
を
図
る
段
階

展
開

　
ね
ら
い
の
根
底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
を
児
童
・
生

徒
自
ら
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
道
徳
的
価
値
を
自
覚
す
る
段
階

で
あ
り
、
授
業
に
お
け
る
最
も
大
切
な
段
階

◎
中
心
的
な
発
言
に
お
け
る
助
言
者
の
役
割

　
ま
ず
、
主
人
公
が
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
変
化
を
す
る
「
前
」
と
変
化

し
た「
後
」が
ど
こ
か
を
見
付
け
る
。
主
人
公
の
道
徳
的
変
化
の「
直
後
」

が
一
般
的
に
、
中
心
的
な
発
問
の
箇
所
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
主
人
公

が
道
徳
的
成
長
を
遂
げ
て
い
く
き
っ
か
け
や
役
割
を
担
っ
て
い
る
登
場

人
物
（
助
言
者
）
の
発
言
／
言
動
に
着
目
す
る
。

　
助
言
者
の
言
動
に
含
ま
れ
て
い
る
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
な
発
問
を
構
成
す
る
。

終
末

　
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
を
ま
と
め
た
り
、
温
め
た
り
し
て
今
後

に
つ
な
げ
る
段
階【

参
考
】「
楽
し
く
豊
か
な
道
徳
の
時
間
を
つ
く
る
」
横
山�

利
弘


